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築
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業
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と
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計
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務
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建
築
一
よ
執
行
体
制
に
入
る
た
め
、
現
場

改
正
士
、
4
円
滑
強
行
計
・
工
事
監
理
契
約
に
お
け
主
士
が
発
展
し
尊
敬
を
受
け
る
よ
う
一
の
要
望
、
そ
れ
が
設
計
監
理
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面
に
よ
る
契
約
締
結
の
義
務
化
二
に
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。
ま
た
一
の
現
場
に
し
っ
か
り
と
行
き
届
く

時
瞳
鵠
不
幸
主
へ
置
い
代
’
臨
時
事
顎
均
整
「
設
計
＠
工
事
監
理
業
務
の
適
正
一
額
賀
会
長
は
、
「
今
後
は
い
よ
い
一
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
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な
代
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契
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締
結
の
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自
民
党
の
建
築
設
計
議
員
連
盟
一
長
）
が
一
般
消
費
者
へ
の
崩
知
徹
一
務
化
」
「
建
築
士
免
許
証
の
掲
示
一

（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
が
お
日
に
一
底
に
よ
る
改
正
建
築
士
法
の
円
講
一
の
義
務
化
」
「
無
登
録
業
務
の
禁
一

開
い
た
総
会
で
、
日
本
建
築
士
事
一
な
施
行
を
要
望
し
た
H
写
真
。
総
一
止
の
徹
底
」
の
4
項
目
に
つ
い
て
二

務
所
協
会
連
合
会
（
大
内
達
史
会
一
会
に
は
日
本
建
築
士
会
連
合
会
の
二
般
消
費
者
、
建
築
主
へ
の
周
知
一

翻
一
三
井
所
清
典
会
長
、
日
本
建
築
家
一
徹
底
を
求
め
た
。
こ
の
う
ち
「
無
一

醐
一
協
会
の
芦
原
太
郎
会
長
ら
建
築
3
一
登
録
業
務
の
禁
止
の
徹
底
」
は
法
一

塑
会
の
首
脳
と
単
位
事
務
所
協
会
長
一
律
改
正
事
項
で
は
な
い
が
、
「
消
一

句
一
も
出
席
。
大
内
会
長
は
「
6
月
お
一
費
者
に
対
す
る
周
知
は
十
分
で
は

鶴
一
日
の
施
行
に
向
け
て
普
及
活
動
を
一
な
い
た
め
、
他
の
法
律
改
正
事
項

し
て
い
る
が
、
建
築
3
会
だ
け
で
一
と
合
わ
せ
て
広
く
周
知
を
図
っ
て

は
限
界
が
あ
る
。
一
般
消
費
者
で
一
い
た
だ
き
た
い
」
（
大
内
会
長
）

あ
る
建
築
主
へ
の
周
知
に
つ
い
一
と
し
た
。

て
、
国
の
協
力
を
願
い
た
い
」
と
一
要
望
を
受
け
て
山
本
荷
ニ
衆
院

訴

え

た
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建
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3
会
、
国
交
省
、
わ

要
望
で
は
特
に
、
「
延
べ
面
積
一
れ
わ
れ
が
連
携
を
取
る
こ
と
で
、
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